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今月の表紙
県立南会津高等学校の校歌は
古関裕而氏が作曲されました

生徒の皆さんは歴史ある校歌に
どんな思いを抱いているのでしょうか
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取
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０
０
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。
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。
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介
し
ま
す
。

晩 年 の 古 関 裕 而 氏
（ 福 島 市  古 関 裕 而 記 念 館 よ り 提 供 ）

　 P R O F I L E
明 治 4 2 年 　 福 島 市 大 町 に 生 ま れ る
昭 和   2 年 　 作 曲 に あ た り ペ ン ネ ー ム を「 裕 而 」 と
　 　 　 　 　  つ け る
昭 和   4 年 　 舞 踊 組 曲「 竹 取 物 語 」 な ど を ロ ン ド ン
　 　 　 　 　  の 作 曲 コ ン ク ー ル に 応 募 し 、 入 選
昭 和   5 年 　 日本コロムビア㈱に作曲家として入社
昭 和   6 年 　 早 大 応 援 歌「 紺 碧 の 空 」や「 福 島 行 進 曲 」
　 　 　 　 　  を 作 曲
昭 和 1 1 年 以 降 　
　 　 　 　 　「 大 阪 タ イ ガ ー ス の 歌（ 六 甲 お ろ し ）」
　 　 　 　 　「露営の歌」「暁に祈る」な ど を 作 曲
昭 和 2 2 年 以 降
　 　 　 　 　  菊 田 一 夫 と の コ ン ビ で ラ ジ オ ド ラ マ
　 　 　 　 　  の 主 題 歌 を 次 々 に 作 曲
昭 和 2 3 年 　 全 国 高 等 学 校 野 球 大 会 の 歌「 栄 冠 は 君
　 　 　 　 　  に 輝 く 」 を 作 曲
昭 和 3 1 年 　 福 島 県 立 南 会 西 部 高 等 学 校（ 現 南 会 津
　 　 　 　 　  高 等 学 校 ） の 校 歌 を 作 曲
昭 和 3 9 年 　 東京オリンピック行進曲「オリンピック・
　　　　　　マ ー チ 」 を 作 曲
昭 和 4 4 年 　 紫 綬 褒 章 受 章
昭 和 4 7 年 　 札幌冬季オリンピックに合わせ「純白の
　 　 　 　 　  大 地 」 を 作 曲
昭 和 6 1 年 　 作 曲 家 生 活 か ら 引 退
平 成 元 年 　 生 涯 を 閉 じ る
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県 立 南 会 津 高 等 学 校 の
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